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九州工学教育協会第18回シンポジウム
AIを理解し、AIを活用するには～AI時代の工学教育～



趣旨
• ⽣成AIの教育・学習利⽤は、2022年11⽉以降、⾮常に注⽬を
浴びています。本FDでは、⽣成AIに馴染みのない⽅にも少し
AIを触ってもらいつつ、今後の物理教育・学習の中でどのよ
うに⽣成AIを利⽤できるかの情報提供を⾏います。

• これにあたり、本FDでは、過去に九州⼤学において実施され
たFDや国内外で⾏われている、具体的な教育・学習での利⽤
場⾯に関して説明していきます。

• また、⼯学教育が⽣成AIEDによってどのように変わるのか、
その展望についても個⼈の⾒⽅を少し述べさせていただけれ
ばと思います。
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

名前：⻑沼祥太郎
専⾨：学習科学・⼤学教育学
研究：⽣成AIを使った教育実践の開発
教育： SPRING、FD・プレFD（TA制度）、⾼⼤連携

回 タイトル ⽇付

1 ⽣成AIを使った授業デザイン⽀援のアイデア- YouTube

2 ⽣成AIで⾶躍する学習⾰命ワークショップ- 5/30

3 ⼤学業務における⽣成AI活⽤の現在地：基本編 6/20

4 教育現場における⽣成AIの導⼊事例-隣の教室の授業法‒ 7/10

5 ⼤学業務における⽣成AI活⽤の現在地：実践編 8/20

6 MyAIチャットボットで教育・学習・業務をリデザインする- 1/28

公開FD・SDシリーズ「⽣成AIを⼤学の教育・学習・業務にどのように組み込むか︖」

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

「九州大学未来人材育成機構」→タブ「生成AIと教育・学習」

FDの動画はHPにて公開済み

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

⾃⾝の複数の授業で⽣成AIを利⽤

新入生向けのPBL科目博士学生向けのサマースクール

大学教員養成科目

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

「⼤学・⾼専における⽣成 AI の教
学⾯の取扱いについて（周知）」R5
年7⽉13⽇

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

初等中等教育段階における⽣成 AI 
の利活⽤に関するガイドライン

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

九州⼤学の⽅針など
九州⼤学の教育における⽣成AIの利活⽤
に関する基本姿勢（R5年8⽉23⽇）

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

九州⼤学の⽅針など
シラバスへの記載パターン

ルール１：利⽤を⾃由とする場合

ルール 2：利⽤可の場⾯を限定する場合
説明：以下の場合においては、⽣成系 AI の利⽤を許可します。これ以外の
場⾯での利⽤は禁⽌します。このルールに違反した場合は、指⽰違反と認定
し適切な措置を取ります。

ルール 3：利⽤を完全に禁⽌する場合

ルール 4：その他

リンク： https://mirai.kyushu-u.ac.jp/topics/1605/

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

• 回答期間：令和６年２⽉１４⽇（⽔）〜２⽉２６⽇
（⽉）

• 対象：本学教員
• 有効回答数：336件（研究利⽤に同意あり）

（参考）学内教員調査より

問.今年度の九州⼤学での教育において⽣成AIを使⽤しましたか？
（複数回答可）

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

• 調査名：令和５年度⽣成AIの教育・学習への利⽤に関す
る学⽣向けアンケート

• 回答期間：2024年1⽉17⽇（⽔）〜2024年2⽉16⽇（⾦）
• 有効回答数：506件（研究利⽤に同意あり）

（参考）学内学⽣調査より

問. 以下のうち、どのような授業においてあなたは生成AIを使って
いますか？

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

年⽉ モデルの歴史

2022年11⽉ ChatGPT登場(モデル：GPT-3.5)

2023年3⽉ モデル：GPT-4登場

2023年7⽉ Code Interpreter（コード実⾏など）

2023年9⽉ DALL-E3（画像⽣成）統合

2024年2⽉ Sora（動画⽣成）発表

2024年5⽉ モデル：GPT-4o(オムニ：omni)登場

2024年9⽉ OpenAI o1（推論モデル）登場

2024年12⽉ Sora（動画⽣成）公開

2025年1⽉ OpenAI o3 mini 公開、DeepResearch登場

2025年6⽉ GPT-5の登場をサムアルトマン⽒が⽰唆

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？



14

「Oモデル」の衝撃︕

https://openai.com/index/learning-to-reason-with-
llms/?utm_source=mvrks.news&utm_medium=referral&utm_campaign=openai-o1-runway-video-
to-video
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

n GPTモデル
• 速度とコストパフォーマンスに優れ、わかり
やすいタスクに向いている

• 情報整理やテキスト⽣成などを迅速にこなす
• 素早い反応が必要な場⾯で有利

n 推論モデル（oシリーズ）
• 複雑な問題を深く考え、戦略や計画を⽴てる
のが得意

• 数学や科学、⾦融、法律のような⾼度な専⾨
領域に向いている

• 明確でない情報が与えられた場合も、最適解
を探り出す能⼒が⾼い

https://chatgpt-enterprise.jp/blog/reasoning-best-practices/

モデルの⽐較

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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何が起きている︖︖︖
• ⼈間しかできないと⻑らく思われていた知的作業をAIができるように
• 教育⼼理学的に⾔うと、ブルームタキソノミーの上段が尽きた

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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Zhang, P., & Tur, G. (2023). A systematic review of ChatGPT use in K-12 education. European 
Journal of Education, 00, 1–22. https://doi.org/10.1111/ejed.12599

教員の利⽤場⾯

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

n 授業準備
ü 教材作成
ü 提案の提供
ü 翻訳の実⾏

n 評価
ü 評価問題の作成
ü 学⽣の成績の評価

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？

https://doi.org/10.1111/ejed.12599
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1. 授業計画の作成：シラバスの作成、90分の授業案
の作成

2. 授業資料の準備：授業資料の作成、読み物や参考⽂
献の選定

3. 授業の実施：授業の進⾏、コミュニケーション、学
⽣の質問への回答と説明

4. レポート課題や試験の作成：レポート課題や試験問
題の作成

5. レポート課題や試験の評価：レポートや試験結果の
採点、フィードバックの提供

6. 授業の振り返りと改善：授業アンケート結果を整理、
授業の改善策の検討

7. 学⽣との個別相談：オフィスアワー、個別サポート
8. その他

「教育」に必要な作業

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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1. 授業計画の作成：シラバスの作成、90分の授業案の作成
2. 授業資料の準備：授業資料の作成、読み物や参考⽂献の選定
3. 授業の実施：授業の進⾏、コミュニケーション、学⽣の質問への回
答と説明

4. レポート課題や試験の作成：レポート課題や試験問題の作成
5. レポート課題や試験の評価：レポートや試験結果の採点、フィード
バックの提供

6. 授業の振り返りと改善：授業アンケート結果を整理、授業の改善策
の検討

7. 学⽣との個別相談：オフィスアワー、個別サポート
8. その他

「教育」に必要な作業 ① ②

③
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①シラバスの作成

「（学部・学年など）」を対象にした授業、「（科⽬名）」のシラバスを作成してください。
なお、以下の5つの観点で、箇条書きを使⽤して、シラバスを出⼒してください。
1.    授業概要：
・この授業の概要を書いてください。その際、この授業の存在意義を書くことが重要です。つまり、「なぜこれを学ばなければならないのか？」です。その際、学⽣
がこの授業で学ぶことと⽇常⽣活やよりハイレベルな授業との関連性を書くと効果的です。
・教員ではなく、学⽣を主語にして書いてください。

2.    学習⽬標
・4-5個の学習⽬標を⽴ててください。
・「理解する」のような抽象的な動詞ではなく、⾏動的で観察可能な動詞（例えば、説明できる、デザインできる）を使⽤してください。

3.    授業計画
・全15回すべてに対して、表形式で作成してください。
・表の列として、何回⽬なのか、その回のタイトル、「教員の指導」、「学⽣の学習経験」を分けて明記してください
・「学⽣の学習経験」に「説明を聞く」以外の活動が含み、アクティブラーニング型の授業にしてください。その際、ディスカッションをする、などのように活動だ
けではなく、内容⾯にも触れて、何をディスカッションするのかも書いてください。例：理論を応⽤可能な場⾯についてディスカッションする。

4.    授業外学習
・学習⽬標に沿ったものにしてください
・授業時間内の学習とつながりをもたせてください

5.    成績評価
・学習⽬標に対応させて適切な評価⽅法を設定してください。
・それぞれの評価⽅法が全体の成績評価のどれだけの割合を占めるかを⽰してください。

プロンプト
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②90分の授業案の作成

次回の授業を考えようとしています。
・授業時間は90分です。ただし、想定外のことが起きた時のために、80分の授業案を考えてください。
・対象は「（学部・学年など）」です
・科⽬名は「（科⽬名）」で、この時間のタイトルは「（90分のタイトル）」です。
・授業の最初に10分で前回の振り返り、5分でまとめの話を⼊れる必要があります。
上記の授業に対して、以下の点に気をつけて、80分の授業案を表形式で出⼒してください。

1. 学習⽬標：
・この時間の学習⽬標を最⼤3つまで⽴ててください。
・「理解する」のような抽象的な動詞ではなく、⾏動的で観察可能な動詞（例えば、説明できる、デザインできる）を使⽤してください。

2.内容
・この時間に扱う内容を提案してください。
・それぞれの内容に対応して、必要な時間を提案してください。
・授業形態を書いてください（例：説明、質疑応答、ディスカッション、演習、プレゼンテーション）
・集団様式を書いてください（例：個別、ペア、グループ、教室全体）

3. 注意点
・この授業の中で学習者が⽣成AIを使って活動する時間を組み込みたいです。具体的な活動としては、「分からない単語を説明させる」「具体例を出させる」「情報
を要約させる」「フィードバックをもらう」「問題を作らせる」などです。
・⽣成AIを使っての活動は、いくつかパターンがあると思うので、授業案⾃体を3つ、提案してください。

プロンプト
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③レポート課題の作成

私は⽇本の国⽴⼤学で「（科⽬名）」という科⽬を教えています。「（学部・学年
など）」にこの科⽬の評価に使⽤するレポート課題を作成したいと考えています。
この授業では、「（学習内容）」について学びます。「（評価したいもの・学習⽬
標）」を評価するレポート課題の案を5つ提案してください。

私は⽇本の国⽴⼤学で「（科⽬名）」という科⽬を教えています。「（学部・学年
など）」にこの科⽬の評価に使⽤するレポート課題を作成したいと考えています。
この授業では、「（学習内容）」について学びます。 「（評価したいもの・学習⽬
標）」を評価するレポート課題を作りたいです。以前のレポート課題は「（以前の
レポート課題⽂）」でした。これと類似したレポート課題の案を5つ提案してくだ
さい。

発展：類似問題の作成

プロンプト
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九州⼤学での利⽤事例
⽯原健先⽣（理学研究院）
→⽣成AIを⽤いて学⽣の回答を採点する

第4回FDより
＊学生の許可をとったほうが安全です

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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学⽣の利⽤場⾯

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

Zhang, P., & Tur, G. (2023). A systematic review of ChatGPT use in K-12 education. 
European Journal of Education, 00, 1–22. https://doi.org/10.1111/ejed.12599

n 学習
ü 質問に答える
ü 情報を要約する
ü 共同作業の促進

n 評価
ü 理解度チェックとテス
ト勉強

ü ライティング⽀援
ü フィードバックの提供

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？

https://doi.org/10.1111/ejed.12599
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九州⼤学での利⽤事例
内⽥諭先⽣（⾔語⽂化研究院）
→⽣成AIを⽤いた読解補助

第4回FDより

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

06⼯学教育への影響？

学⽣がAIを利⽤する際のポイント
nAIにより、学習の幅が広がることは間違いない
nただし、100%正しいわけではない（＊）ため、
以下の対応が必要

1. AIの出⼒が正しいかどうか⾃体を⾃分であ
る程度判断できるレベルまでは学⽣を引き
上げないといけない

2. AIの出⼒結果を⾒て納得がいかない場合へ
の対応として、教員やTAへのアクセス、リ
フレクションシートでの記載などの機会を
設ける必要がある

＊ただ、oモデルで⾒たように、精度がかなり⾼
くなっているのが実情。
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AIの進化と実態

03 AIの利⽤実践
（シラバス・評価）

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

学⽣は課題で⽣成AI利⽤OK?NG?

06 ⼯学教育への影響

第1軸：学習⽬標・評価 知識

思考・創造・判断

第2軸：深い学習の促進
あり

なし

第3軸：学習者の判断⼒
高い

低い

第4軸：利⽤の分野妥当性
高い

低い

利
用NG

利用OK
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01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AIの進化と実態

03 AIの利⽤実践
（シラバス・評価）

04 AIの教育・学習利⽤

05 ⽣成AI利⽤と評価

「オリジナリティ」への考え⽅を再考

06 ⼯学教育への影響

• ⼤学のポリシーにおいて「AI⽀援による成果物」と「オリジ
ナルな成果物」を区別することは、「完全に⾃⼰⽣成され
たものこそが最も価値がある」という伝統的ヒエラルキー
を結果的に強化する可能性がある。 (p.661)

• デジタル時代における知識⽣産は、ますます分散的かつ協
働的なプロセスになっている。（p.662）

• オリジナリティを監視の観点から強調するのではなく、学
⽣の学習にとって意味のある「オリジナリティのある成果
物」を⽣み出すための⽀援に重点を置くべきである。
（p.662）

Ø 「オリジナリティは個⼈に帰属するもの」とする伝統的な
考え⽅を批判



29

01 ⾃⼰紹介と経歴

02 AI活⽤の指針等

03 AIの進化

04 AIの教育・学習利⽤

05⽣成AI利⽤と評価

テクノロジーと教育の関係

06 ⼯学教育への影響？

1. 筆写・速記・カリグラフィー（ペン習字）
かつて: 印刷機が普及する以前や、ワープロ・パソコンが登
場する前は、「美しい⼿書き⽂字」や「速く正確に記録す
る」能⼒が⾮常に重視されていた。
現在: デジタル機器での⼊⼒が主流となり、タイピングやプ
レゼン資料作成能⼒の⽅が重視される。
→ 書写の授業は残るが、実⽤的スキルとしての習字・速記の
地位は低下。

• 新たなテクノロジーの登場によって従来重
視されていた教育内容が重視されなくなる
現象は歴史的に事例がある

• 今回の⽣成AIは、その圧倒的な範囲と驚異
的な普及速度が特徴と⾔える
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テクノロジーと教育の関係

2. そろばん（算盤）・筆算の⾼度な訓練
かつて:商業教育や算数教育において、「正確に・速く」計算できるこ
とが重視され、そろばんや筆算の訓練が主軸。
現在: 電卓やコンピュータの普及により、計算結果そのものより「計算
の意味」や「問題解決能⼒」が重視される。
→ そろばんは⼀部で残るが、全国的な必須スキルではなくなった。

3. 事典・百科事典・辞書の引き⽅
かつて:情報を調べる⼒の基本として、索引の使い⽅や⾒出し語の探し
⽅が授業で扱われていた。
現在: 検索エンジンの利⽤が主流となり、紙の辞典を使う技術はほとん
ど教えられない。
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06 ⼯学教育への影響？
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⽣成AI時代の21世紀型スキル



41

⽣成AI時代の21世紀型スキルの内容と学習

学際コラボレーション

AIコミュニケーション

有望性判断

エージェンシー

• 従来⼈間が担当していた問題の多くをAIが解決するようになる。
• その時に、⼈間が解決すべき問題は、より⾼度で学際的なものへ。
• 学習：他分野の⼈とのコラボレーションの機会の提供が重要に。

• AIに対して「もっとこうして欲しい」という⽅向性・要望を伝える
• AIが作り出す概念・⽤語を使いこなせる⼈材がAIに更に重宝される。
• 学習：様々な表現⽅法（専⾨⽤語、図、動画等）で効果的に伝える。

• AIが出してきた出⼒結果に対してリアクションできるセンス
• 「違うこうじゃない」「これは良さそう」
• 学習：良いものに触れ、悪いものと⽐較し、センスを磨くことが重要。

• AIを使い始めるために「解決したい！」という駆動⼒が必要
• ⼈に近い分野では、「共感」が重要になってくる
• 学習：様々な問題に触れ、観察し、体験して、議論して共感性を育てる。
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4年間の過ごし⽅はこう変わる（︖）

様々な問題に触れ、観察
し、体験して、議論して
共感性を育てる。

（エージェンシー）

様々な表現⽅法（専⾨⽤
語、図、動画等）でAIに効
果的に伝える。また、AIを
通じて必要な知識を学ぶ。
（AIコミュニケーション）

良いものに触れ、悪いも
のと⽐較し、センスを磨

くことが重要。
（有望性判断）

他分野の⼈とのコラボレ
ーションの機会の提供が

重要に。
（学際コラボ）
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まとめ
n ⽣成AIの発展は対岸の⽕事ではない

Ø まずは教員が使ってみる、ことが⼤事！
Ø 研究時間の確保にもつながる話です！！
Ø かなり優秀なTAがついた、と思うと良さそう

n 学⽣の成⻑につながる使い⽅を！
Ø ⽣成AIをうまく活⽤することで、教育の質、学習の機会が
豊かになる可能性が⾮常に⾼い

Ø 「なぜレポートでAIの回答をそのまま⽤いてはならないの
か？」などに関して、学⽣との対話・メッセージが⼤事

Ø フローチャートはAI利⽤OK/NGの判断に便利

n ⽣成AI時代には⼤きなカリキュラム変更が迫られる（はず）
Ø 21世紀型スキルも⼤きく変わる
Ø AIとの共同がデフォルトに
Ø エージェンシー・センス（判断⼒）・表現⼒がかなり重要
Ø 時代に即した教育へと変容させていくことが重要06 ⽣成AI利⽤と評価
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最後に情報提供
【⽣成AIと教育・学習に関してご関⼼のある⽅】
さまざまな機関や研究者が情報発信を⾏っていま
す。以下は⼀例です。
u九州⼤学 未来⼈材育成機構 https://mirai.kyushu-

u.ac.jp/curriculum/generative-ai/
u東京⼤学 吉⽥塁先⽣

https://www.youtube.com/watch?v=lwccHzqfuvc
u⼤阪⼤学全学教育推進機構教育学習⽀援部 ⽣成AI教
育ガイド https://www.tlsc.osaka-
u.ac.jp/project/generative_ai/support_al.html

u国⽴情報学研究所 教育機関DXシンポ
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/06 ⽣成AI利⽤と評価

ご清聴、ありがとうございました！
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https://mirai.kyushu-u.ac.jp/curriculum/generative-ai/
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https://mirai.kyushu-u.ac.jp/curriculum/generative-ai/
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https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/project/generative_ai/support_al.html
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https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/project/generative_ai/support_al.html
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